
警戒レベルを用いた避難情報等の発信

１ 警戒レベルを付して避難情報等を発信

警戒レベル 避難情報等（発表者） 住民が取るべき行動 警戒レベル相当情報

警戒レベル５ 災害発生情報 市町村 既に災害が発生している状況で、
命を守る行動をとる

大雨特別警報（気象庁）、氾濫
発生情報（県）

警戒レベル４ 避難指示（緊急）
避難勧告

市町村 対象地域の住民はただちに避難 土砂災害警戒情報（気象台、
県）、氾濫危険情報（県）

警戒レベル３ 避難準備・高齢者等避
難開始

市町村 対象地域の高齢者等は避難 大雨警報・洪水警報（気象庁）、
氾濫警戒情報（県）

警戒レベル２ 大雨・洪水注意報 気象庁 避難に備え行動を確認 氾濫注意情報（県）

警戒レベル１ 警報級の可能性 気象庁 災害への心構えを高める －

目的：住民等が防災情報の意味を直感的に理解しやすくし、主体的な避難行動等を支援

２ 市民周知等

例：【警戒レベル３】避難準備・高齢者等避難開始、【警戒レベル４】避難勧告、【警戒レベル５】災害発生情報

広報まえばし（６月１日号）、市ホームページ、地域自主防災会訓練 等

【出典】内閣府資料

※ 避難勧告等の発令基準＝変更なし
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